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南海トラフ巨大地震に
備えて

～海溝型地震は何故起こるか～

地震はなぜ起こるか？
【地震は地殻（プレート）で発生するが、地球の内部構造とどの様な関係があるか？】 地球上のプレート分布（黒線）と震源分布（赤丸）

世界の震源分布とプレート分布
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日本近海のプレート境界線とその動き
（海溝とトラフの違いは？）

①世界の地震の約1割が日本周辺

で発生すると言われている。

②多くの地震はプレート境界

線で発生。

③日本ではプレート境界以外

で発生する地震も多数ある。

海溝型地震の特徴（南海トラフ地震が相当）

①大陸ﾌﾟﾚｰﾄと海洋ﾌﾟﾚｰが接する海底に震源。

②震源が深く、津波が発生し易い。

③同じ海溝・トラフで繰り返し発生（発生場所

概ね既知）。

④周期は概略100年～150年と短い。

⑤エネルギー規模（マグニチュード）が内陸型

地震より桁違いに大きい 場合が多い｡
（阪神淡路大震災＆ 鳥取西部地震 ＆ 熊本地震＝M7.3、東日本大震災＝M 9.0）

1955年 2000年 2016年 2011年

7(地震調査研究推進本部事務局, 2013)

南海トラフ地震とは？

①南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートと陸側の

プレートの境界で発生するM8クラスの「海溝型」地震。

②歴史資料や地質学的証拠により、世界で最も繰り返しが

わかっている大地震。歴史的には100-150年程度の間隔を

おいて発生したことが知られている。

③最新の地震は、1944年の昭和東南海地震と1946年の昭和

南海地震（2023年時点で78～80年経過）。

南海トラフ地震（海溝型地震）の発生メカニズム
（志田教授による深発地震の発見はプレートテクトニクスの嚆矢）

文部科学省パンフレットより文部科学省パンフレットより

歪みの蓄積（断層が固着した状態）歪みの蓄積（断層が固着した状態）

海洋性プレート
(フィリピン海プレート）
海洋性プレート
(フィリピン海プレート）

地震の発生地震の発生

海洋性プレート
(フィリピン海プレート）
海洋性プレート
(フィリピン海プレート）

大陸性プレート
(西日本）
大陸性プレート
(西日本）

地殻変動は，地震（断層のずれ・すべり破壊）だけでなく，断
層(プレート境界）が固着するひずみ蓄積過程でも生じる．
地殻変動は，地震（断層のずれ・すべり破壊）だけでなく，断
層(プレート境界）が固着するひずみ蓄積過程でも生じる．
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地震の規模マグニチﾕードとは？ （Mと略記）

１．震源エネルギーの規模（地震の破壊力）を表す指標値。

２．①地震計で観測された最大振幅（μ）から計算する方法で

速報性がある（気象庁が採用している。Mと表示）。

②岩盤のズレ（長さ×幅×ズレ）を元に（×剛性率）計算する

方法は大規模地震に有効で国際的指標（Mｗ⇒ﾓｰﾒﾝﾄM）。

３．Mが1増えると破壊力は32倍、Mが2増えると破壊力は

更にその32倍、即ち、32×32＝約1,000倍となる。

４．M8以上を巨大地震、M8-7を大地震、M7-5を中地震と呼ぶ。

５．Mが1小さくなると、地震の発生頻度は10倍になる。
（観測された世界最大の地震は1960年のチリ地震M9.5で、断層長さ800km、ズレ20m）

南海トラフ地震の次の地震の発生時期は？
（時間予測モデルを用いた次の地震の発生予測）

10
(地震調査研究推進本部, 2013)

88.7年

次の地震まで
の発生間隔

高
知

県
室

戸
岬

の
近

く
過去の南海トラフ巨大地震（半割れと全連動）

①南海地震、 ②東南海地震、 ③東海地震

1854年：安政東海（M8.4）⇒（30時間後）安政南海（M8.4）
1944年：昭和東南海（M7.9）⇒（2年後） 昭和南海（M8.0）
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南海トラフ地震に関連する臨時情報
（①調査中、②巨大地震警戒、③巨大地震注意、④調査終了、の4種類）

★南海トラフ沿いで地震の予兆的異常が観察された時、政府（防災対応検討W・G）が判断（2017／11より）

①ゆっくり滑りケース、又はM6.9以下の地震発生の場合⇒調査中

警戒レベルアップ（対応期間：一定期間）

②半割れケースの場合（M8級）⇒巨大地震警戒

津波などの事前避難対象危険地域は “一斉に避難”、
警戒レベルアップ（対応期間：1週間程度）

③一部割れケースの場合（M7級）⇒巨大地震注意

必要に応じて自主避難、警戒レベルアップ（対応期間： 1週間程度）

④警戒にも注意にも当てはまらない場合⇒調査終了

【安全と社会・経済活動のバランスを重視】

「南海トラフ地震に関する臨時情報」が出されると

• 自治体、個人がどう行動するか判断する。

• 地震発生時、どこに居るかによって、それぞれ対応異なる。

• 自主避難するか、留まるか、区域によって異なる判断となる

• どの様な備えをするか。

• いつになったら避難警戒を解除するか。

• 必ず事前情報が出る訳ではない。

ある日突然いきなり起こる可能性の方が大きい。

今起こったら先ず何をするか、を普段から意識して生活する。

地震・津波に関連する各種情報

１．緊急地震速報：P波を用いて地震発生数秒後に警報と予報

２．津波情報：2-3分後目標に大津波警報、津波警報、注意報

３．自治体緊急速報「エリアメール」：①緊急地震速報、

②津波警報、③緊急避難場所、④緊急災害情報、⑤各種

支援情報⇒給水,入浴,食料品,衛生用品,通信支援,ｶﾞｿﾘﾝｽﾀ
ﾝﾄﾞ,安否不明情報等、自治体は各種防災情報を発信。

４．災害用伝言ダイアル「171」：伝言を音声録音 or 再生

５．災害伝言版「web 171」：インターネットで伝言入力

６．NHK総合TVのｄボタン：避難情報、避難所開設情報等。

★南海トラフ巨大地震 その時何が起こるか？
【①震度の影響は？】南海トラフ巨大地震発生⇒M9.0～9.1
大阪市で想定されている震度⇒６強～6弱
「震度5強」⇒物につかまらないと歩く事が難しい。
「震度6弱」⇒壁のタイルや窓ガラスが壊れ、ドアが開かなくなる事

がある。耐震性のない家屋は倒壊する恐れあり。
「震度6強」⇒固定してない家具の殆どが移動し、倒れる物がある。
「震度7」 ⇒耐震性の高い建物でも傾いたり大きく壊れる物がある。
あなたの建物・部屋の揺れは？
高層マンション：データの1例、1F:  6弱、2～11F：6強、12～15F：7

（長周期地震動とは？）
・高層建築の場合、従来の震度だけでは被害の大きさが表せない。
・東日本大震災時、770㎞離れた大阪の咲洲庁舎（地上55階、地下3階）
では、最大横に2.7ｍ､約10分間揺れ続けた。
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南海トラフ巨大地震による震度分布

【②津波の影響は？】津波到達時間
大阪 堺市 ５ｍ 1時間40分

梅田 ２ｍ 1時間50分
兵庫 神戸 ４ｍ 1時間30分

須磨 ３ｍ 1時間20分
和歌山 和歌山 ８ｍ 40分

串本 17ｍ 3分
①大阪市内地下街、メトロが水没する？
②東日本大震災死者・行方不明者：1.5万人
・そのうち９０％以上が津波による溺死者
③｢東日本大震災｣マスコミ・報道関係者の反省
・最初、全容の把握ができていなかった
・住民が避難の呼びかけに動いてくれない
大阪市の場合｢地震発生｣から津波まで１時間以上かかると言われているが、
津波到着時間は不確定、「注意報で避難」を原則にすべし！

陸域に於ける津波被害と浸水深との関係

• 0.3ｍ以上：避難行動がとれなくなる（動く事が出来ない）。

• 1ｍ以上：津波に巻き込まれた場合、殆どの人が亡くなる。

• 2ｍ以上：木造家屋の半数が全壊する。

• 5ｍ以上：2階建ての建物が水没する。

• 10ｍ以上：3階建ての建物が完全に水没する。

（南海トラフ巨大地震モデル検討会 第二次報告追加資料）
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津波到着時刻に関する不確定性（大阪市西淀川区）

自治体と気象庁で津波の到着予想時刻が異なるのは？
（気象庁は約20分、自治体は約120分⇒西淀川区）

下の図を見て下さい。

【③各種インフラは？】大阪市域 被害想定(停止率) 「熊本地震」
直後 1日後 4日後 7日後 1ヶ月後 益城町隣接地

電気 ５５％ １２％ ８％ ６％ ６％ 約１週間
上水道 １００％５１％ ４８％ ４６％ １６％ 約３週間
下水道 5.4％ 5.4％ 4.0％ 0.5％ 0％ 約３週間
都市ガス ２３％ ２２％ ２２％ ２０％ ５％
固定電話 ４８％ １７％ １４％ １２％ ７％ 約２ヶ月
【④エレベーターはどうなる？】
・全国で22,500件の「閉じ込められ」が発生。
（南海トラフ地震対策ワーキンググループ試算）
・過去の地震で発生した閉じ込められ件数。
2011/02 東日本大震災：210人
2018/06 大阪府北部地震：339人

・地震時管制運転装置とは：一定の揺れを感知した時、自動で最寄階に
停止し、ドアが開く装置を備えている場合があるが、100％有効ではない。

南海トラフ巨大地震が発生するとインフラはどうなるか？

（河田恵昭京大名誉教授 講演内容のご紹介）

(1)大阪府内の住宅・マンションの家具は全て転倒する

・・・新しいビルは大きく破損しない。

(2)停電が1週間以上継続し、そうなると水道、通信も駄目になる。

(3)ガソリンスタンドでは給油が出来ない。

(4)市内は液状化で道路が寸断し、浸水して橋の取り付け部が

沈下し通行不能になる。

(5)阪神高速道路、全鉄道、大阪メトロ、モノレールは運行停止。
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巨大地震発生時の行動（高槻市防災ハンドブック）

(1)地震発生：まず自分の身を守る、避難出口の確保。

(2)発生後1-2分：家族の安全確認、火元確認、靴を履く。

(3)発生後3分：非常持出し品・避難の準備、余震に注意。

(4)発生後5分：TVやスマホで情報確認、屋外に避難。

(5)発生後5-10分：避難の前に電気ブレーカー落し、ガス元栓閉。

(6)発生後10分-数時間：近隣の初期消火や救出・救護、安全

な場所への避難誘導、壊れた家には戻らない。

南海トラフ巨大地震 避難の判断は？

（家屋が倒壊しなくても、実質的に住めなくなる事がある）

• インフラ全面ストップ、備蓄品無く、生活できなくなる場合。

• 家屋全壊、半壊、家屋傾き、余震等で倒壊危険がある場合。
（家屋が安全の場合、避難所に通い、生活用品の支給を受ける場合もあり得る）

【過去の大きな地震の後、ライフライン復旧の目処は？】

（１）電気：1～2週間程度、（２）水道：1～3週間程度

（３）ガス：1カ月程度（安全性の確認が必要となる為）

（避難所はトイレが混雑、又は使用不可になる可能性有り、

感染症の恐れもある。簡易トイレ持参が望ましい）

(A)指定緊急避難場所、(B)指定避難所
(A)危険が切迫した状況下、緊急に生命の安全確保を目的とする。(B)災害の危険性が無

くなるまでの間、又は自宅へ戻れなくなった住民が一時的に滞在する事を目的とする。

（1）市町村長指定の公的避難場所：

小・中・高・大学の体育館、公民館、高台の公園・広場、幼稚園、

コミュニティセンター、駐車場、グランド（大阪市：3089ケ所、

高槻市：129ケ所。居住者へ周知⇒防災ハンドブックや国土地理院

地図に、緊急避難場所、及び指定避難所の表示がある）

（2）公的施設で不十分な場合（民間施設、個人の敷地⇒社会貢献）：

ホテル、マンション、オフイスビル、立体駐車場（スーパー、ホー

ムセンター等）、高速道路の敷地（サービスエリア駐車場）等

（3）避難所の倒壊で利用不可、避難生活が長引き、2次避難もあり得る。

【避難経路は、複数のルートを考えておく。道路陥没等で通行不可となる事あり】

南海トラフ巨大地震対策⇒観測網の整備

★人工衛星を利用するGNSSによって地殻変動を観測、南海トラフ

周辺のプレート間固着域の推定がなされ、南海トラフ沿いに於ける

歪蓄積分布が明らかになってきている。その結果、将来発生する

巨大地震の地震像が絞り込まれている。
GNSS：Global Navigation Satellite System

★地震計や水圧計を備えた長さ1,650kmの海底ケーブル2本を
南海トラフ周辺（高知～宮崎両県の沖合）に設置。従来より地震は20秒、
津波は最大20分程度早く観測できるようになる（令和7年稼働）。
（南海トラフ周辺：N-net、北海道～千葉房総沖：S-net、熊野灘～

紀伊水道沖：DONETによって太平洋側の観測網の空白域を解消）
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MOWL年度

日頃からの備えで防災を！！
（南海トラフ巨大地震は、今日かもしれなし10年先かもしれないが必ずやってくる）

★21世紀中には必ず来るであろう南海トラフ地震に向けて，各家庭で出来る

ことから備えを始めよう！

• 家具の固定、避難場所・経路の確認、

• 耐震性に不安がある建物に対する補強、

• 家族で地震時にどうするか（例えば，帰宅困難になったらどうすか）話し合う．

• 防災用品（飲料水、非常用食料、燃料、衣類、携帯の充電用器具）の確保

★沿岸部や大阪中心部に 外出する場合は，大きな揺れが来たら津波の事を考え

て高いところに避難する（臨時情報は注意報の段階で避難が原則）．

★仮に自宅が倒壊しなくても、電気・ガス・水道が止まり、物流がストップして、

日用品も無くなる可能性がある。1週間程度は非常用備蓄品で、暗闇の中で

生き延びる準備（飲料水、非常用食料品、医薬品、マッチ、蝋燭等）が必要。
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